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本年度の研究について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の視点 

仮説①練り合い場面で自分の考えを比較検討する力を身に付けることで，自らの課題

を解決し，考えを深めることができるであろう。 

 

〇既習事項より追究する

課題を発見 

課題発見場面 

〇ねばり強く学習に取り

組める支援。 

○ＩＣＴの活用 

個別追求 

意欲的に体を動かし，楽しんで体力向上に取り組もうとする。 

練り合い場面 

〇思考をふかめるコーデ

ィネート。比較・検討。 

〇指導と評価の一体化。 

仮説②特性に応じた運動を多く経験することすることを通して，意欲的に動き課題を

解決しようと考え，対話し，運動の楽しさや喜びを味わうことができるだろう。 

 

運
動
量
の
確
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思考 試行 ・考える視点 

・比べる 

・考えたくなる工夫 

・場の工夫 

・誇張 

 

往還させる 

ガッツ＆スマイル 練り合うことで、理解を深めたり広げたりできる授業づくり 

「やりたい」 

「たのしい」 
「考えたい」 

「解決したい」 
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①  児童アンケート…7 月 12 月 （年２回） 

〇「友だちと考えを交流することで，勉強がわかった」       

〇「練り合うことが楽しい」                    

 

 

 

 

 

②  児童アンケート…7 月 12 月 （年２回） 

〇「体育で，友だちと考えを交流することで，できるようになったことがある。」   

〇「体を動かすことが楽しい」                    

 〇「自分の生活習慣をふりかえり，改善しようとした。」 

 

 

 

 

検証方法 

仮説②特性に応じた運動を多く経験することすることを通して，意欲的に動き課題を

解決しようと考え，対話し，運動の楽しさや喜びを味わうことができるだろう。 

仮説①練り合い場面で自分の考えを比較検討する力を身に付けることで，自らの課題

を解決し，考えを深めることができるであろう。 

仮説③必要性を持たせたり，振り返りを充実したりすることで，学級や学校における生 

づくりへの参画をめざすことができるであろう。 

思いを実現し豊かな学級や学校の生活をつくる。 

児童が本気で考えたり取り組んだ

りしたくなるような，議題設定の

工夫。 

計画委員会による，議題選定の工

夫。 

必要感をもたせる議題の設定 

自分を見つめたり，見つめ直したり

するための振り返りの工夫。 

自己肯定感の高まりや達成感を味

わい，次へつながる振り返りの工

夫。 

次につながる振り返りの充実 

仮説③必要感を持たせたり，振り返りを充実したりすることで，学級や学校における

生活づくりへの参画をめざすことができるであろう. 
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③  児童アンケート…7 月 12 月 （年２回） 

  〇「学級会で話し合うことがおもしろい」                   

  〇「振り返りを大切にし，次の活動に生かすことができた」           

 

※どの項目においても，上昇率を５パーセントにする。 

 

＜アンケート結果＞R5 

項目 ７月 １２月 

友だちと考えを交流することで，勉強がわかった ％  

練り合うことが楽しい   

体育で友だちと考えを交流することで，できるようになったことがある   

体を動かすことが楽しい   

自分の生活習慣をふりかえり，改善しようとした   

学級会で話し合うことがおもしろい   

振り返りを大切にし，次の活動に生かすことができた   

 


